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1. はじめに

本試験はメガフロート情報基地機能

実証実験の一環として NTIコミュニケ

ーションズから委託を受けて行ったも

のである。

本メガフロートにはデータセンター

として利用するためのサーバー及びス

トレージ等の情報処理機器、ネットワ

ーク通信機器をメガフ ロ ー ト の 内 部 空

間に設置している。 本 実 験 で は 、 内 部

空間に設置したサーバーなどを稼動さ

せながら、メガフロート固有の環境を、

各種センサー類によって計測し、これ

らが情報関連機器に与える影響の調査

及び評価を行うことを目的としている。

ここでは 1) 起振機による振動、 2)

重量物の移動に伴う撓みの 2つについ

て検討を行った。図 1はメガフロート

における内部空間の位置を示しており、

写真 1は NTIコミュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ の

実験室である。

写真 1 メガフロート内部空間

2. 実験方法

2. 1 振動試験

データセンター内にサーボ式加速度

計 を 設 置 し 、 メ ガ フ ロ ー ト 上 に 設 置 さ

れた非常用発電装置及び起振機を稼動

することによって生じる振動の計測を

行った。図 2に加速度計及び非常用発

電装置、起振機の設置位置を示す。図

中 OC-1~ 3は内部空間内に設置し、

TMPl,2は非常用発電装置付近に設置し

た。
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図 1 内部空間位置 図 2 起振 機実 験配 置図
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2. 2 車両走行試験

起重機（約 2 6 トン 写真 3) が内

部空間上を走行することにより生じる

メガフロートの撓みを、光ファイバー

歪み計測装置を用いて計測を行った。

計測位置及び車両走行ルートを図 3に

示す。また、走行）レートの途中に段差

を設け、その衝撃による影響について

も計測を行った。
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図 3 車両走行試験配置図

4. 実験結果

4. 1 振動試験結果

図 4に非常用発電装置による振動試

験結果を、図 5に起振機よる結果を示

す。 図 4より、浮体上に設置された

発電装置付近では約 30Gal程度の加速

度が生じているが、内部空間において

は計測されていない。 図 5より起振

機付近では最大で 12Gal程度の加速度

が生じているが、その他の地点では実

用上問題が無いことが分かる。また、

図中実線は計算結果であり、実験結果

とよく一致している。

4. 2 車両走行試験結果

図 6に車両走行試験結果を示す。本

結果より段差による衝撃時においても

メガフロートの撓み量は最大で 2.5mm

程度であることがわかる。
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図 4 非常用発電による振動試験結果
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図 5 起振機による振動試験結果
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図 6 車両走行試験結果

5. まとめ

振動試験及び車両走行試験の結果、

メガフロートの内部空間をバックアッ

プ基地として利用した場合、非常用発

電装置や走行車両の起振源等がサーバ

ーなどの通信機器に与える影響は実用

上問題もないことが確認できた。
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